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「
立
教
中
学
校
関
係
資
料
研
究
」
舟
橋
　
正
真
　
本
年
度
は
、
計
三
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
戦
時
期
か
ら
戦
後
改
革
期
の
「
立
教
中
学
校
教
務
日
誌
」（
以
下
、「
教
務
日
誌
」）
の
検
討
を
行
っ
た
。
　
第
一
は
、
連
載
中
の
戦
時
下
に
お
け
る
「
教
務
日
誌
」
の
〈
史
料
紹
介
〉
に
関
す
る
検
討
で
あ
る
。
　
前
年
度
の
一
九
四
二
年
度
～
一
九
四
三
年
度
に
続
い
て
（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
六
号
掲
載
）、
今
年
度
は
一
九
四
四
年
度
分
を
同
誌
に
掲
載
す
べ
く
、
計
三
回
（
第
三
七
～
三
九
回
研
究
会
）
の
検
討
会
を
開
い
た
。
　
具
体
的
に
は
、
解
題
で
取
り
上
げ
る
事
項
の
検
討
に
加
え
、
史
料
中
、
注
釈
が
必
要
な
用
語
・
人
名
な
ど
を
選
定
し
て
い
っ
た
。
各
研
究
員
の
素
案
を
も
と
に
議
論
し
、
五
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
解
題
を
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
注
釈
も
七
つ
入
れ
る
こ
と
に
確
定
し
た
。
執
筆
は
研
究
員
で
分
担
し
、
全
体
の
編
集
作
業
や
教
員
一
覧
な
ど
付
録
の
作
成
な
ど
は
、
事
務
局
（
筆
者
）
が
担
当
し
た
。
　
原
稿
案
は
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
送
り
、
回
覧
し
た
上
で
、
検
討
会
を
開
き
、
修
正
を
施
し
て
最
終
稿
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
こ
の
間
、
原
稿
に
つ
い
て
は
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
の
原
真
也
先
生
に
も
ご
確
認
い
た
だ
い
た
。
　
以
上
の
成
果
は
、「
戦
時
下
の
立
教
中
学
校
『
教
務
日
誌
』
（
三
）
―
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
度
―
」
と
題
し
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
　
第
二
は
、
輪
番
制
に
よ
る
「
教
務
日
誌
」
の
読
み
合
わ
せ
の
継
続
で
あ
る
。
　
本
年
度
は
、
第
三
七
回
研
究
会
で
、
田
中
智
子
研
究
員
が
一
九
五
一
年
度
「
教
務
日
誌
」
の
内
容
報
告
を
行
っ
た
。
田
中
氏
か
ら
は
、
補
足
資
料
を
交
え
な
が
ら
、
立
教
中
学
校
の
人
事
異
動
、
学
友
会
の
状
況
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
位
置
づ
け
、
元
校
長
の
帆
足
秀
三
郎
公
職
追
放
解
除
等
に
関
わ
る
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
で
も
注
目
し
て
き
た
論
点
（「
立
教
学
院
の
な
か
の
立
教
中
学
校
」「
立
教
中
学
校
の
旧
制
か
ら
新
制
へ
の
連
続
性
」）
を
も
と
に
、
一
九
五
一
年
度
の
「
教
務
日
誌
」
の
特
色
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。
　
な
お
、
次
年
度
開
催
予
定
の
第
四
〇
回
研
究
会
で
は
、「
兼
任
校
長
制
」
か
ら
「
専
任
校
長
制
」
へ
の
移
行
期
、
お
よ
び
花
房
正
雄
校
長
期
の
「
教
務
日
誌
」（
一
一
巻
：
一
九
五
八
年
一
月
八
日
～
五
九
年
六
月
三
〇
日
）
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
本
年
度
開
催
（
次
年
度
予
定
分
も
含
む
）
の
研
究
会
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
第
三
七
回
（
五
月
二
四
日
）
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第
三
八
回
（
七
月
二
六
日
）
　
　
第
三
九
回
（
一
〇
月
一
二
日
＊
台
風
一
九
号
接
近
の
た
め
休
会
　
　
　
　
　
　
　
→
一
〇
月
三
一
日
）
　
　
第
四
〇
回
（
二
〇
二
〇
年
度
開
催
予
定
）
　
そ
の
ほ
か
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
の
旧
制
資
料
の
再
検
討
を
継
続
的
に
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
『
報
告
書
類　
昭
和
十
七
年
度
』『
報
告
書
類
〔
昭
和
十
〕
八
年
度
』『
報
告
書
類　
昭
和
十
九
年
度
』
な
ど
の
細
目
デ
ー
タ
の
修
正
を
完
了
さ
せ
た
。
ま
た
立
教
学
院
一
五
〇
年
史
（
第
一
巻
）
の
担
当
部
分
（
立
教
中
学
校
に
関
わ
る
原
稿
）
に
つ
い
て
も
執
筆
を
進
め
て
い
る
。
　
次
年
度
以
降
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
